
 

マツ類葉さび病菌（Coleosporium phellodendri）の中間宿主キハダから飛散する担子胞子

の有効感染距離について 
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香川県と茨城県において，マツ類葉さび病菌（Coleosporium phellodendri Komarov）の中間宿主であ

るキハダ周辺に自生しているマツ類における葉さび病の発生調査および，キハダ周辺に設置したマツ類

の苗における葉さび病発生調査を行った。マツ類の針葉上に見られた精子器およびさび胞子堆について

C. phellodendri を特異的に検出できるプライマーセットによって判別を行った結果，C. phellodendri

の担子胞子の有効感染距離は 300ｍ程度と判断した。  
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